























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































旧東ドイツ及び東ベルリン 103,689 41.3 255,280 54.2


























































































































































































































１日束ﾄﾞｲﾂ及び東ベルリン 485,557 ５８．２ 291,528 50.87
ドイツ全休 631,332 17.2 433,268 13.80







































































旧西ドイツ 1,918,8231,552.027 2,251,4481,981,115 85.278.
１日東ﾄﾞｲﾂ及び束ベルリン 552,865713,306 473,172623,803 116.8ｕ4.





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ﾌァルツ 必要に応じて柔軟に対処 8～10人 専門職2人
ザールラント 6時間 １０人 専門職1人/子ども5人
ザクセン 9時間 最大20人 専門職1人/子ども6人
ザｸｾﾝｰｱﾝﾊ


























州 通常関所時間 グループの大きさ 保育者曹Ⅱ当率
バーデン
一ヴュルテンベルク 1997.1.1の州の幼稚園要綱による 規定なし 規ﾛﾘなし







プランデンブルク 8～10時繩 壌大18人 専門職1人/子ども１間 人/8～10時












ヘッセン 規定なし 0～25人 専ｉＩＩｊ職1人/子ども20～25人
メクレンブルクーフ
オアポンメルン １０時間 8人 蝉PLj職1人/子ども18人













ザールラント '6''細］ 20～Ｚ 人 蝉''１職1人/子ども12～15人
ザクセン 9時剛 規定t’ 教育士1人/子ども13人
ｻﾞｸｾﾝｰｧﾝハル 6時～18時の１Ｍ）











































ハンブルク 6～18時間 20～22人(最大25人） 教育専門職1人/グループ
ヘッセン 規定なし 20～25人 専門職1人/グループ
メクレンブルクー
























ホルシュタイン 施設運営者が決定 15～20人 専門職1.5人/子ども15～20人
テューリンゲン 5.5時間学校内保育所:6～18時
15～20人
20～25人
専門職１人(5時間の場合）
専門職1人
の
話
で
は
、
公
的
補
助
金
の
保
育
料
に
占
め
る
割
合
は
州
に
よ
っ
て
五十％から八十％までさまざまであるということであった。
人
件
費
、
物
品
費
な
ど
の
運
営
費
、
両
親
の
負
担
金
な
ど
に
関
し
て
若
干
の
州
の
規
定
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
場
合
、
州
が
保
育
専
門
職
に
か
か
る
費
用
の
二
十
％
を
出
す
。
これは、障害を持つ子どもとの統合グループを設けて高度
な教育を受けた専門職を一雇用している場合、’○○％にな
る
。
さ
ら
に
統
合
グ
ル
ー
プ
に
二
人
目
の
専
門
職
が
い
れ
ば
、
そ
の
人件費の二十五％が支払われる。一方、両親の負担金は、両
親
の
状
況
に
応
じ
て
施
設
運
営
者
に
よ
り
段
階
的
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
考
慮
さ
れ
る
の
は
保
護
者
の
収
入
と
子
ど
も
の
き
ょ
う
だ
い
の
有
無
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
両
親
の
負
担
額
は
保
育
所
で
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
場
合
月
額
○
～
九
○
九
マ
ル
ク
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
の
場
合
○～六五四マルクである。幼稚園では、全日で、○～五五
○
マ
ル
ク
、
半
日
で
、
○
～
三
三
○
マ
ル
ク
で
あ
る
。
学
童
保
育
所
に
関
し
て
州
独
自
の
規
定
は
な
い
が
、
実
際
は
○
～
五
七
六
マ
ル
ク
の両親負担となっている。
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
ー
プ
フ
ァ
ル
ッ
州
を
み
る
と
、
施
設
の
物
件
費
は
一
○
○
％
運
営
者
負
担
で
あ
る
。
保
育
者
等
の
人
件
費
は
州
が
三
十
％、青少年局が三十％、施設運営者が二十％、両親が二十
％
負
担
す
る
。
人
件費の○・八０は保育者の継続教育や研修
に当てることが認められている。両親の一ヶ月の負担額は、
幼稚園が前述のように二十％であるのに対して、保育所と
学童保育所は五十五％まで認めている。その場合、考慮さ
日
本
に
お
け
る
幼
保
二
元
化
が
問
題
と
な
る
時
、
ド
イ
シ
の
よ
う
に一元化された制度がよく引き合いに出される。そして、
幼児時代全体を通して子どもの養護、保育、教育を考える
ことの自然さを知ることとなる。目を日本の現状に転じて
みると、部分的な保育所不足が解消しない一方で幼稚園の
保育園化ということが言われ始めている。少子時代の到来
で経営に危機感を持ち始めた私立の幼稚園の中には、親の
要求に合わせて保育時間を延長するところが出てきている
のである。保育行政の面でも、項目によっては文部省と厚
生省の共管を言うものも出てくる中で、制度は変わらぬま
ま、実態が少しずつ変化して既成事実化する傾向があり、そ
こに日本的といわれるやり方を感じることもある。改革や
変化が場当たり的なものにならないためには、背景を貫く
理念に関する共通理解が必要なのではないか。理念が揺る
がないという点は大いにドイツに学びたい。地方分権、幼
れるのは保護者の収入と子どもの数である。幼稚園を例に
とると、両親の負担額は、子ども一人の場合一三五～一五
三マルク、子ども二人の場合九○～’○二マルク、子ども
三人の場合四五～五一マルク、子ども四人以上の場合無料
となっている。学童保育所の場合は、四五～四三七マルク
である。
三
、
課
題
と
展
望
1２
蝉咄
‐
寛
溌
（
識
叩
腓
加
川
臘
脱
・
冊
択
蝉
欝
鴬ドイツの保育
保
冒
兀
化
、
助
成
説
の
原
理
と
い
っ
た
も
の
が
確
固
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
理
念
を
含
め
て
広
い
支
持
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
保
育
施
設
の
中
で
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
考
え
方
は
我
が
国
の
保
育
政
策
に
対
し
て
示
唆
す
る
も
の
が
多
い
。
少
干
化
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
特
に
、
乳
幼
泥
期
か
ら
の
異
年
齢
児
の
交
流
が
可
能
に
な
る
長
所
が
指
摘
さ
れ
る
。
現
実
に
日
本
に
お
い
て
も
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
学
童
保
育
所
の
三
機
能
の
一
体
化
を
試
み
る
保
育
施
設
が
出
て
き
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
場
合
、
法
律
や
所
管
官
庁
の
相
違
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
生
じ
て
い
る
。
将
来
、
共
管
体
制
が
進
め
ば
、
こ
の
制
度
実
現
に
道
を
鵬
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
今
後
の
課
題
は
保
育
所
及
び
学
童
保
育
所
の
一
鰯
の
整
備
で
あ
る
。
幼
稚
園
に
関
し
て
は
、
幼
雅
罰
全
入
法
の
制
定
に
伴
っ
て
質
的
基
準
の
維
持
が
当
面
の
目
標
と
な
ろ
う
。
東
西
統
一
後
の
混
乱
も
一
段
落
し
、
出
生
率
も
下
げ
止
ま
っ
た
感
の
あ
る
現
在
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
東
西
格
差
の
尚
一
層
の
是
正
と
い
う
こ
と
は
、
保
育
政
策
に
お
い
て
も
当
面
の
大
き
な
課
題
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
参
鳶
文
献
国
ロ
己
。
の
貿
冒
』
冒
賦
｛
の
ａ
ご
日
玲
毎
月
司
口
己
芦
』
扁
字
の
①
ご
芦
。
『
の
己
亨
司
局
口
巨
の
己
巨
ゴ
ロ
］
巨
狗
の
ご
ロ
・
得
の
①
「
Ｃ
』
の
可
ロ
ヨ
ニ
の
】
目
印
亘
の
、
の
』
・
の
討
臼
己
巨
庁
ロ
の
曰
］
臣
、
の
ご
ロ
・
の
（
凹
戴
の
び
丙
。
、
巨
己
□
の
⑩
目
風
目
】
、
芹
の
ユ
巨
ヨ
｛
含
『
司
曽
ロ
冨
忌
『
い
の
ロ
』
○
吋
の
。
】
司
旬
、
こ
の
曰
巨
ご
□
』
屋
、
の
己
。
・
杼
の
①
①
宍
冒
△
の
『
］
己
曰
■
ぬ
の
い
の
旨
己
つ
ぎ
目
己
、
の
二
巨
曰
。
騏
評
齢
‐
‐
坤
斑
隈
埒
●
秘
が
晶
拱
田
輿
，
シ
薙
騨
Ⅱ
⑫
‐
騨
咄
‐
叩
‐
開
‐
Ｉ
餌
艸
》
争
寛
〉
缶
に
＄
〉
繋
鴬
＃
鷲
貼
日
囚
喰
の
い
む
生
の
、
の
画
巨
ヨ
ニ
の
臼
己
巳
切
（
の
ユ
Ｅ
ゴ
玲
回
司
司
、
ヨ
〕
］
］
の
ご
い
の
曰
』
○
円
の
艮
吋
【
口
こ
の
己
巨
ロ
ロ
］
倖
、
の
ロ
９
，
＄
①
①
尻
宮
口
の
円
Ｉ
臣
ご
ロ
］
巨
、
の
二
ロ
ゴ
〕
］
は
い
の
、
の
百
（
シ
Ｃ
三
の
、
、
ご
○
。
、
Ｃ
御
薗
］
ぬ
の
、
の
す
ず
巨
ロ
ゴ
〉
口
巨
ニ
ロ
の
⑭
ヨ
ー
ロ
房
（
の
別
］
巨
目
】
扁
已
『
可
回
『
二
一
》
〕
の
］
の
①
ｐ
Ｈ
。
【
の
口
）
可
Ｈ
四
二
の
己
巨
皀
口
唇
、
の
二
Ｐ
］
①
①
の
ｍ
薗
威
、
《
】
い
、
。
①
シ
ヨ
、
、
ワ
の
皀
園
巨
司
弓
口
的
の
⑫
ど
の
耳
の
巨
巨
己
晒
ご
○
ご
尻
目
Ｑ
の
門
口
冒
口
の
［
■
ロ
ロ
ロ
の
、
『
の
ご
巨
三
］
弄
已
の
巨
垪
。
ご
ロ
ゴ
・
・
、
の
巨
芹
ｍ
Ｏ
ｐ
の
、
］
巨
砲
の
ロ
ｓ
ｐ
ｍ
庁
詳
巨
（
の
①
。
『
・
得
①
①
②
Ｂ
四
ｍ
の
⑰
の
嵐
『
円
苣
（
巨
再
、
の
ご
蔑
司
〆
冒
Ｑ
の
門
亨
冠
盲
『
四
一
］
巴
臼
ｐ
ｐ
ｍ
ご
○
ロ
ン
ロ
、
の
ぐ
○
（
の
ヨ
，
の
Ｈ
ｏ
協
曰
■
ロ
己
］
君
．
」
①
の
』
〆
冒
旦
の
『
館
山
『
［
の
已
國
の
旨
小
宮
山
潔
子
１
９
９
７
「
主
要
国
の
保
育
の
現
状
Ｉ
ド
イ
ツ
」
、
「
ド
イ
ツ
の
保
育
の
課
題
Ｉ
東
西
統
一
後
の
変
動
す
る
保
育
の
実
情
に
つ
い
て
」
日
本
保
育
学
会
編
『
諸
外
国
に
お
け
る
保
育
の
現
状
と
課
題
』
世
界
文
化
社
○
ロ
の
【
画
巨
の
曰
の
【
雪
勺
・
痔
ご
」
庁
戸
二
．
こ
の
『
【
】
ロ
９
の
岳
の
可
の
巨
巨
二
ｍ
冒
回
巨
利
○
℃
Ｐ
－
＆
口
、
の
山
の
ヨ
ユ
Ｃ
ゴ
（
巨
己
胸
の
己
巨
ｐ
Ｐ
団
叫
□
回
、
○
国
印
ａ
。
の
、
祠
の
厨
○
口
巴
・
口
巴
薗
（
こ
み
や
ま
き
よ
》
」
）
1３
